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ると，上部と下部に区分され，この間に数 Ma ～ 10 Ma の時間間隙をもつ不整合を挟む。3）漸新世以前の
火山岩は陸上および水底堆積した特徴を，前期中新世の火山岩は陸上堆積した特徴をそれぞれ有し，後者は
















ダルな特徴を示す漸新世以前および前期中新世の火山岩で構成され，その間に数 Ma ～ 10Ma の時間間隙を
もつ不整合を挟んでいる事。さらに漸新世以前の火山岩は陸上および水底堆積した特徴を示し，前期中新世
の火山岩は 22 ～ 21Ma の年代を示す陸上堆積した特徴を有する事。また，男鹿半島と佐渡島は当時北西・
南東方向の伸張場で，これにバイモーダルな火山活動を伴っており，グリーンタフはリフティングに伴う火
山活動の産物だと考えられる事等を指摘した。さらに，漸新世と前期中新世の間の不整合は 22 ～ 21Ma の
陸上火山活動に先駆けてグリーンタフ地域が隆起したことを示すことも議論している。本研究で新たに得た
古地磁気方位と，従来の研究を合わせてその変遷をみると，16 Ma 前後では東北日本の日本海側と太平洋側
で異なる古地磁気偏角を示している事を明らかにした。このことは，東北日本弧の反時計回り回転運動は東
北日本の東西で異なる時期に起こったことを指示し，従来では考案されていなかった東北日本を東西に分け
る構造線，例えば盛岡・白河構造線のような東北日本を縦断する構造運動があった事を示唆している。
このように，本論ではこれまでにない新たな年代層序と地質学的・古地磁気学的データを提示し，いわ
ゆるグリーンタフを伴う日本海拡大のシナリオの重要な枠組みを提示している。 この成果は，日本列島の
島弧－海溝系のプレート収斂地域の特性を生かした研究であり，信頼性の高い新たな年代軸に基づく縁海拡
大過程の復元に大きな指針を与える研究として，高く評価される。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
